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C O N T E N T S

組合に入ったのは昨年の10月下旬。

組合員55社からなる組合の事業は、労

働保険の取扱い、月2、3回行われるISO

審査、組合員同士の安全整備等のチェック

業務など多岐にわたりますが、荻田さんは

事務全般を担当。「まだまだ入りたてで、

毎日大変。しかも業務マニュアルがなかっ

たので仕事を行いながら事務局長と私たち

なりのマニュアルをコツコツつくっていま

す」と創意工夫に溢れます。

「現金を取り扱うことも多いので毎回慎

重に行っています」と表情を引き締める一

方、「毎月事務局に足を運んでくださる組

合員さんも多いので、早く全員の顔と名前

を覚えないと」と努力も怠りません。

プライベートでは、中学一年生の女の子

と小学六年生の男の子のよき母。「二人と

もスポーツをやっているので、土日はどち

らかの練習の送り迎えや試合の応援。平日

は主人と自分のお弁当をつくり休日は子ど

もたちのお弁当づくり…。こんなことをし

ていると一年ってあっという間に過ぎてし

まうんです」。

そんなことを言いながらも優しいえがお

で楽しそうにお子さんの事を話してくれま

した。

荻田美穂さん

東芝機械協力協同組合
（沼津市）

＊資源保護のため再生紙を使用しています。
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特 集
県
内
の
約
八
割
の
組
合
が
決
算
期
を
迎
え
る
三
月
。
こ
の
時
期
、
決
算
や
事
業
の
取
り
ま
と
め
と
と
も
に
欠
か
せ
な
い
の
が
、
新
た
な
年
度
に
組
合
が
進
も
う
と
す
る
方
向

性
を
具
現
化
し
た
事
業
計
画
と
、
そ
の
財
政
的
な
裏
づ
け
で
あ
る
収
支
予
算
の
策
定
で
あ
る
。

新
年
度
を
前
に
、
事
業
計
画
と
収
支
予
算
策
定
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
ま
と
め
た
。
組
合
運
営
の
羅
針
盤
と
も
い
え
る
事
業
計
画
づ
く
り
に
お
役
立
て
頂
き
た
い
。

事
業
計
画
・
収
支
予
算

づ
く
り
の
ポ
イ
ン
ト

新
年
度
に
備
え
る

業
計
画
お
よ
び
収
支
予
算
を
承
認
す
る
こ
と
と
な

っ
て
い
る
の
で
、通
常
一
年（
年
間
計
画
）で
あ
る
。

だ
が
、
年
間
計
画
は
、
経
済
情
勢
や
組
合
の
事

情
の
変
化
な
ど
か
ら
常
に
変
動
す
る
可
能
性
が
あ

る
。
こ
の
た
め
、
四
半
期
計
画
や
半
年
計
画
を
作

る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

な
お
、
年
間
計
画
を
変
更
す
る
場
合
は
、
変
更

計
画
案
を
作
成
し
、
総
会
の
承
認
が
必
要
と
な
る

の
で
注
意
し
た
い
。

実
現
し
よ
う
と
す
る
も
の
は
洩
ら
さ
ず
盛
り
込
む

計
画
書
に
は
、
組
合
の
定
款
に
規
定
さ
れ
、
か

つ
、現
に
実
施
し
よ
う
と
す
る
各
事
業
に
つ
い
て
、

で
き
る
だ
け
的
確
に
記
載
す
る
こ
と
が
必
要
だ
。

組
合
の
共
同
施
設
関
係
の
業
務
の
う
ち
、
い
わ

ゆ
る
ハ
ー
ド
事
業
に
つ
い
て
は
、
生
産
、
販
売
、

加
工
、
購
買
、
保
管
、
運
送
、
受
注
、
研
究
開
発

な
ど
の
各
計
画
な
ど
が
、
計
数
に
基
づ
い
て
策
定

さ
れ
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。

事
業
計
画
書
と
は

事
業
計
画
書
と
は
、
あ
る
事
業
年
度
内
に
お
け

る
実
施
予
定
事
業
の
実
施
計
画
や
予
想
計
画
な
ど

に
関
し
作
成
し
た
書
類
を
い
う
。

法
（
中
小
企
業
等
協
同
組
合
法
「
中
協
法
」）

で
は
、
毎
事
業
年
度
の
事
業
計
画
の
設
定
又
は
変

更
に
つ
い
て
、
総
会
の
議
決
を
経
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
し
て
い
る
（
第
五
一
条
）。
こ
れ
は
組
合

が
組
合
員
の
総
意
を
反
映
し
た
事
業
計
画
書
を
必

ず
作
成
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
組
合
運
営
を
行
う

こ
と
を
期
待
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
、
中
小
企
業
等
協
同
組
合
会
計
基
準

（「
組
合
会
計
基
準
」）
で
は
、
計
画
の
期
間
を
表

示
し
、
事
業
別
に
事
業
概
要
と
品
目
別
取
扱
高
、

手
数
料
率
等
を
記
載
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

計
画
の
期
間
は
、
毎
年
通
常
総
会
に
お
い
て
事

金
融
事
業
で
は
、
事
業
内
容
に
応
じ
て
、
資
金

の
借
入
計
画
と
貸
付
計
画
、
さ
ら
に
そ
の
運
用
計

画
が
策
定
さ
れ
る
。

福
利
厚
生
事
業
で
は
、各
種
共
済
や
保
険
代
理
、

従
業
員
社
宅
や
体
育
施
設
の
設
置
、
旅
行
、
親
睦

会
な
ど
の
計
画
が
立
て
ら
れ
る
。

教
育
情
報
に
関
す
る
事
業
で
は
、
講
習
会
や
講
演

会
、
研
究
会
の
開
催
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設
、
メ

ー
ル
発
信
、
機
関
誌
の
発
行
な
ど
が
計
画
さ
れ
る
。

業
界
の
安
定
に
関
す
る
も
の
と
し
て
は
、
取
引

関
係
に
基
づ
く
団
体
協
約
の
締
結
、
取
引
方
法
の

改
善
策
の
協
定
な
ど
が
計
画
さ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
組
合
が
実
現
し
よ
う
と
す
る

も
の
は
洩
ら
さ
ず
事
業
計
画
に
盛
り
込
ま
れ
る
こ

と
が
必
要
だ
。
も
ち
ろ
ん
、
期
中
に
お
い
て
新
た

に
計
画
さ
れ
る
も
の
や
、
さ
ら
に
詳
細
な
企
画
を

要
す
る
も
の
な
ど
に
つ
い
て
は
、
計
画
の
実
現
途

上
に
あ
っ
て
も
修
正
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

事
業
計
画
書
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組合活性化情報

新年度に備える事業計画･収支予算づくりのポイント

計
数
は
、
例
え
ば
原
材
料
や
商
品
の
購
入
の

際
、
そ
の
購
入
実
績
や
在
庫
量
、
価
格
の
動
き

は
ど
う
か
、
販
売
の
実
績
は
ど
う
か
、
代
金
の

回
収
の
速
度
は
ど
う
か
、
ど
の
程
度
の
資
金
を

必
要
と
す
る
か
な
ど
過
去
の
実
績
を
活
用
す
る

の
が
一
般
的
だ
。

し
か
し
、
そ
の
一
方
で
は
、
過
去
の
デ
ー
タ

に
と
ら
わ
れ
な
い
柔
軟
な
発
想
で
、
計
画
の
立

案
に
当
た
る
こ
と
も
必
要
と
な
る
。

組
合
の
基
本
方
針
に
基
づ
い
て
計
画
を
立
案

ど
の
組
合
に
も
、
基
本
方
針
や
経
営
の
基
本

的
な
方
向
性
が
存
在
す
る
。
毎
年
の
事
業
計
画

は
こ
れ
ら
に
基
づ
き
策
定
さ
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
事
業
計
画
の
策
定
は
、
基
本

方
針
、
個
別
計
画
の
策
定
、
計
画
の
総
合
化
の

順
序
で
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

基
本
方
針
は
、
組
合
設
立
時
に
お
け
る
組
合

の
目
標
で
も
あ
り
、
今
後
の
計
画
の
骨
格
を
な

す
も
の
で
あ
る
。
い
わ
ば
、
方
針
は
骨
格
で
、

具
体
的
計
画
は
そ
の
肉
付
け
、
の
関
係
に
あ
る
。

た
と
え
ば
、
経
営
の
改
善
効
率
化
の
た
め
に

設
立
し
、
第
一
年
度
は
仕
入
の
効
率
化
、
第
二

年
度
は
販
売
の
効
率
化
、
第
三
年
度
は
金
融
の

効
率
化
と
い
う
よ
う
に
長
期
計
画
を
持
つ
組
合

も
多
い
。

こ
の
よ
う
に
、
組
合
が
究
極
的
に
理
想
と
し
、

目
標
と
す
る
大
方
針
を
計
画
策
定
上
の
骨
格
と

し
て
作
り
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
に
加
え
、
策
定
さ
れ
る
の
が
、
経
営
の

全
般
的
、
総
合
的
な
利
益
目
標
を
示
す
大
綱
的

な
計
画
＝
利
益
計
画
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

計
画
は
総
合
的
に
策
定
す
る

事
業
計
画
に
、
経
済
情
勢
と
前
年
の
実
績
と
を

反
映
さ
せ
な
け
れ
ば
、
そ
の
真
実
性
は
薄
ら
ぐ
。

し
た
が
っ
て
、
事
業
計
画
は
外
的
要
件
と
内

的
要
件
、
そ
し
て
過
去
の
経
験
や
計
数
と
を
基

礎
と
し
、
こ
れ
に
予
定
さ
れ
る
将
来
の
見
通
し

を
加
え
総
合
的
に
策
定
す
る
必
要
が
あ
る
。

外
的
要
件
の
代
表
的
な
も
の
が
経
済
事
情
で

あ
る
。
変
化
の
激
し
い
経
済
環
境
の
も
と
、
組

合
員
の
経
営
環
境
は
ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る

か
、
そ
れ
を
改
善
し
、
経
営
を
発
展
、
安
定
さ

せ
る
に
は
ど
の
よ
う
な
方
策
が
求
め
ら
れ
、
達

成
の
阻
害
と
な
る
も
の
は
何
で
あ
る
か
、
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
組
合
が
共
同
購
入
を
進
め
る
に
あ
た

っ
て
、「
卸
業
者
や
生
産
者
な
ど
の
力
が
強
い
場

合
に
は
達
成
し
に
く
い
」、「
そ
の
価
格
が
強
力

な
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド
で
は
、
大
量
購
入
の

有
利
性
は
確
保
し
に
く
い
」
な
ど
の
外
的
条
件

に
左
右
さ
れ
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。

組
合
の
内
的
条
件
も
重
要
だ
。

専
門
的
な
事
業
に
な
る
ほ
ど
豊
富
な
知
識
や

経
験
が
必
要
と
な
り
、
役
員
や
職
員
の
マ
ン
パ

ワ
ー
に
よ
っ
て
成
否
が
左
右
さ
れ
や
す
い
。
さ

ら
に
カ
ネ
、
モ
ノ
、
情
報
が
事
業
に
影
響
を
与

え
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

計
画
そ
の
も
の
に
現
実
性
を
与
え
る
の
は
、

計
数
で
あ
る
。
組
合
を
取
り
巻
く
内
外
の
環
境

を
勘
案
し
た
上
で
、
計
数
を
し
っ
か
り
と
踏
ま

え
て
策
定
さ
れ
れ
ば
、
そ
の
計
画
は
よ
り
現
実

的
と
な
る
。

単
な
る
希
望
利
益
の
計
画
で
あ
っ
て
は
な
ら
ず
、

あ
く
ま
で
も
、
企
業
内
外
の
経
済
的
諸
条
件
を

予
測
し
、
計
数
的
基
礎
の
上
に
設
定
さ
れ
た
実

現
可
能
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
重
要
だ
。

個
別
計
画
は
、
具
体
的
か
つ
詳
細
に
策
定
す
る

個
別
計
画
に
は
、
具
体
的
か
つ
詳
細
で
あ
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
が
、
さ
ら
に
、
組
合
員
を

い
か
に
支
援
で
き
る
か
、
と
い
う
観
点
を
加
え
、

能
率
的
に
策
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
と
え
ば
、
共
同
購
入
で
は
、「
一
般
的
に
規

格
品
や
標
準
品
を
扱
う
こ
と
で
全
組
合
員
が
利

用
で
き
、
ま
た
組
合
自
体
も
便
利
で
あ
る
」、

「
確
実
な
購
入
先
や
仕
向
先
を
持
つ
こ
と
で
有
利

な
取
引
条
件
も
構
築
で
き
る
」
な
ど
を
考
慮
す

る
こ
と
で
あ
る
。

な
お
、
事
業
執
行
の
細
目
に
つ
い
て
は
、
理

事
会
や
委
員
会
な
ど
の
執
行
機
関
、
専
門
機
関

で
決
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

十
分
な
組
合
員
の
意
志
の
反
映
を

個
別
に
出
さ
れ
た
計
画
は
各
計
画
間
で
調
整

総
合
さ
れ
、
総
合
計
画
が
立
案
さ
れ
る
。

事
業
計
画
の
作
成
ま
で
に
は
、
部
会
や
委
員

会
等
で
企
画
、
立
案
、
審
査
を
行
い
、
十
分
に

組
合
員
の
意
志
を
反
映
し
、
理
事
会
を
経
て
総

会
に
提
案
さ
れ
る
。

な
お
、
事
業
計
画
が
決
定
さ
れ
て
も
、
経
済
事

情
や
組
合
の
諸
事
情
に
よ
っ
て
変
更
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
き
が
あ
る
。
こ
う
し
た
場
合
は
計
画

変
更
を
変
更
事
項
の
関
係
予
算
の
変
更
と
併
せ
総

会
に
提
案
し
て
承
認
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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収
支
予
算
は
、

事
業
計
画
の
裏
付
け
と
な
る
も
の

収
支
予
算
と
は
、
事
業
計
画
を
計
数
的
に
表

現
し
た
も
の
で
、
事
業
計
画
と
同
様
に
そ
の
設

定
や
変
更
は
、
総
会
の
議
決
を
経
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

通
常
、
収
支
予
算
は
、
組
合
の
事
業
計
画
策
定

に
際
し
、
そ
の
裏
付
け
と
し
て
作
成
さ
れ
る
。
し

た
が
っ
て
計
画
と
予
算
は
、
相
互
に
関
連
を
持
ち

な
が
ら
総
合
的
に
立
案
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
組
合
の
予
算
は
、
組
合
の
特
殊
性
か

ら
明
瞭
、
確
実
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
必
要
だ
。

た
と
え
ば
、
組
合
の
経
費
は
、
組
合
員
か
ら

の
賦
課
金
や
手
数
料
に
よ
っ
て
調
達
さ
れ
、
実

費
主
義
の
建
前
が
堅
持
さ
れ
て
い
る
。
見
込
み

が
確
実
な
も
の
の
み
が
計
上
さ
れ
る
こ
と
で
、

組
合
員
の
負
担
は
確
定
さ
れ
、
経
理
の
明
瞭
性

が
保
た
れ
る
。

予
算
の
編
成

予
算
は
事
業
計
画
と
と
も
に
、
通
常
総
会
で

承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ

て
そ
の
予
算
期
間
は
一
ヵ
年
と
な
る
が
、
年
度

予
算
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
た
め
に
、
予
算
を

一
ヵ
月
ご
と
、
四
半
期
ご
と
、
半
年
ご
と
に
分

割
し
て
編
成
す
る
こ
と
も
あ
る
。

組
合
の
予
算
は
、
一
般
に
賦
課
金
を
収
入
源

と
し
て
作
成
す
る
も
の
が
多
い
。

賦
課
金
を
充
て
作
成
す
る
予
算
は
、
指
導
事

業
や
教
育
情
報
事
業
に
係
る
予
算
と
管
理
費
お

よ
び
そ
の
他
事
業
に
係
る
予
算
に
区
分
し
て
編

成
さ
れ
る
。
し
か
し
多
く
の
組
合
で
は
、
各
種

事
業
も
併
せ
実
施
す
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
収
支

を
総
合
し
た
予
算
作
成
も
行
わ
れ
て
い
る
。

部
門
別
予
算
は
、
各
事
業
の
収
入
と
支
出
を

対
応
さ
せ
て
策
定
す
る
も
の
で
、
予
算
編
成
の

便
宜
の
み
で
な
く
、
事
業
の
成
績
を
判
定
す
る

場
合
に
も
役
立
つ
。
予
算
執
行
も
部
門
別
の
経

理
体
系
を
崩
さ
ず
処
理
さ
れ
る
の
が
一
般
的
で

あ
る
。

さ
ら
に
賦
課
金
の
仮
受
金
経
理
（
教
育
情
報

賦
課
金
の
み
）、
利
用
分
量
配
当
な
ど
を
行
う
場

合
に
も
必
要
と
な
る
。

予
算
策
定
の
ポ
イ
ン
ト

組
合
の
収
入
に
は
、
賦
課
金
の
よ
う
に
一
定
の

収
入
見
積
り
が
た
て
ら
れ
、
お
お
む
ね
確
実
性
を

保
持
さ
れ
る
も
の
と
、
手
数
料
の
よ
う
に
単
な
る

見
積
り
で
、
確
実
性
の
な
い
も
の
と
が
あ
る
。

経
費
で
も
、
人
件
費
や
家
賃
、
光
熱
費
、
負

担
金
な
ど
の
よ
う
に
経
費
支
出
が
確
実
な
も
の

と
、
事
業
そ
の
も
の
の
動
き
に
応
じ
て
経
費
が

増
減
す
る
も
の
と
が
あ
る
。

そ
の
た
め
現
実
性
、
創
造
性
、
計
画
性
に
は

十
分
に
留
意
す
る
こ
と
が
必
要
だ
。

予
算
の
各
費
目
の
う
ち
で
前
年
の
実
績
の
あ
る

も
の
は
そ
の
実
績
を
尊
重
し
、
固
定
費
と
し
て
確

実
な
も
の
に
つ
い
て
、
そ
の
計
算
を
行
う
こ
と
は

予
算
の
現
実
性
を
保
つ
た
め
に
欠
か
せ
な
い
。

経
費
の
支
出
方
法
や
収
入
源
の
見
積
り
を
組

合
員
の
側
に
立
ち
、
組
合
の
特
殊
性
を
織
り
込

ん
で
作
成
す
る
こ
と
で
、
そ
の
創
造
性
を
高
め

る
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
予
算
を
事
業
計
画
と
関
連
さ
せ
つ
つ
、

予
想
さ
れ
る
経
費
の
収
入
・
支
出
を
細
大
も
ら

さ
ず
に
見
込
ん
で
作
成
す
る
こ
と
は
、
計
画
性

を
保
つ
こ
と
に
つ
な
が
る
。

予
算
編
成
の
方
法

部
門
別
予
算
の
編
成
は
、
経
済
事
業
関
係
と

非
経
済
事
業
関
係
に
大
別
で
き
る
。

経
済
事
業
で
は
、
手
数
料
や
使
用
料
等
収
入
に

基
礎
を
お
く
た
め
、
ま
ず
、
収
入
額
を
予
定
す
る
。

収
入
の
予
定
は
、
過
去
の
財
務
デ
ー
タ
や
将

来
の
動
向
調
査
な
ど
を
活
用
し
て
適
正
な
計
数

を
算
出
し
て
作
成
す
る
。

た
と
え
ば
、
購
買
事
業
で
は
予
定
取
扱
商
品

の
数
量
や
金
額
、
保
管
事
業
で
は
保
管
品
の
数

量
な
ど
を
推
定
。
こ
れ
を
基
礎
に
ど
の
程
度
の

手
数
料
が
徴
収
可
能
で
あ
る
か
を
、
一
般
の
市

場
価
格
を
勘
案
し
て
決
定
す
る
。
こ
の
場
合
、

定
款
や
規
約
に
定
め
ら
れ
た
手
数
料
率
の
範
囲

内
で
決
定
す
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
各
事
業
別
の
収
入
予
算

が
確
定
し
た
後
、
こ
れ
に
対
す
る
支
出
を
計
算

す
る
。

こ
の
計
算
に
は
、
ま
ず
直
接
費
と
間
接
費
と
を

推
定
す
る
。
直
接
費
と
は
、
事
業
遂
行
に
あ
た
り

そ
の
事
業
に
の
み
必
要
な
直
接
費
用
を
指
す
。

た
と
え
ば
、
購
買
事
業
の
人
件
費
や
引
取
運

賃
、
運
搬
事
業
で
は
、
人
件
費
、
燃
料
費
、
修

繕
費
、
減
価
償
却
費
な
ど
で
あ
る
。

一
方
、
各
事
業
に
共
通
し
て
発
生
す
る
経
費
が

収
支
予
算
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間
接
費
で
、
た
と
え
ば
借
入
金
の
利
子
、
事
務
経

費
、
消
耗
品
費
な
ど
が
あ
る
。
間
接
費
は
、
事
業

別
計
算
を
採
る
場
合
は
、
各
事
業
に
そ
の
割
合
に

応
じ
て
一
定
の
率
を
設
け
て
配
分
す
る
。（
組
合

に
よ
っ
て
は
、直
接
費
用
の
み
を
事
業
費
と
し
て
、

間
接
費
は
そ
の
ま
ま
に
計
上
す
る
場
合
も
あ
る
）

以
上
か
ら
、
収
支
そ
れ
ぞ
れ
の
予
算
が
算
出

さ
れ
る
が
、
収
入
と
支
出
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
合

わ
な
い
こ
と
も
あ
る
。

こ
う
し
た
場
合
は
、
収
入
見
込
額
ま
た
は
支
出

見
込
額
を
補
正
し
、
必
要
に
応
じ
て
手
数
料
の
引

上
げ
や
取
扱
高
の
増
強
、
経
費
の
節
減
、
雑
収
入

そ
の
他
の
収
入
の
拡
大
な
ど
の
措
置
を
講
ず
る
。

さ
ら
に
、
事
業
費
は
費
用
の
性
質
か
ら
、
固

定
費
と
変
動
費
に
分
け
ら
れ
る
。

固
定
費
は
、
事
業
の
量
に
ほ
と
ん
ど
関
係
な

く
生
ず
る
費
用
で
人
件
費
、
事
務
所
費
な
ど
が

代
表
例
。
一
方
、
変
動
費
は
、
事
業
量
に
応
じ

て
増
減
し
て
発
生
す
る
費
用
で
、
荷
造
費
や
運

賃
、
保
管
料
な
ど
が
あ
る
。

こ
の
固
定
費
と
変
動
費
を
計
算
し
て
損
益
均

衡
点
計
算
を
行
い
、
目
標
販
売
額
を
設
定
。
こ

れ
を
予
算
編
成
上
の
基
本
に
用
い
る
。

組
合
員
に
対
す
る
指
導
調
査
研
究
や
教
育
情

報
な
ど
の
非
経
済
事
業
は
、
通
常
、
賦
課
金
や

そ
の
他
の
収
入
に
依
存
す
る
。

こ
の
非
経
済
事
業
の
予
算
は
、
年
度
中
に
実

施
し
よ
う
と
す
る
諸
事
業
に
つ
い
て
、
事
業
計

画
に
基
づ
き
所
要
経
費
を
計
算
し
て
計
上
す
る

点
で
経
済
事
業
の
予
算
と
は
異
な
る
。

こ
れ
を
基
に
事
業
か
ら
生
ず
る
雑
収
入
、
必

要
に
よ
っ
て
は
経
済
事
業
の
剰
余
金
よ
り
充
当

す
る
部
分
も
考
慮
し
て
、
賦
課
金
と
し
て
配
賦

す
る
額
を
決
定
す
る
場
合
も
あ
る
。

そ
の
ほ
か
に
、
役
員
の
報
酬
、
職
員
の
給
与

（
総
務
的
な
も
の
）、
会
議
費
、
租
税
公
課
、
交

際
費
、
寄
附
金
、
負
担
金
な
ど
、
組
合
を
維
持

す
る
の
に
必
要
な
一
般
経
費
が
あ
る
。
こ
れ
は

通
常
、
賦
課
金
、
事
業
収
入
、
預
金
利
息
、
配

当
金
な
ど
で
ま
か
な
う
も
の
で
、
収
入
源
と
し

て
そ
れ
ぞ
れ
の
予
定
額
を
計
上
す
る
。

以
上
の
手
続
き
を
経
て
、
総
合
予
算
を
編
成

す
る
。
総
合
予
算
は
、
各
事
業
別
予
算
と
一
般

予
算
の
規
模
を
確
定
し
て
作
成
す
る
が
、
組
合

に
よ
っ
て
は
、
こ
う
し
た
予
算
編
成
が
行
え
な

い
こ
と
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
場
合
は
、
各
事
業
別
予
算
は
、

直
接
費
の
み
に
と
ど
め
、
一
般
経
費
に
、
間
接

費
を
含
め
る
こ
と
や
、
全
経
費
を
一
律
に
計
算

し
、
単
に
人
件
費
、
物
件
費
、
事
業
費
な
ど
の

統
轄
科
目
で
計
算
す
る
こ
と
も
あ
る
。

予
算
書
と
は

予
算
書
と
は
、
予
算
を
書
面
に
し
た
も
の
で
、

予
算
の
期
間
や
組
合
名
を
表
示
す
る
と
と
も
に
、

予
算
の
内
容
を
収
入
と
支
出
に
区
分
し
て
配
列
し

た
も
の
で
、
見
積
損
益
計
算
書
と
も
呼
ば
れ
る
。

収
支
予
算
書
に
記
載
す
る
各
項
目
は
、
名
称
、

内
容
と
も
損
益
計
算
書
の
も
の
と
一
致
す
る
こ

と
が
望
ま
し
く
、
と
く
に
新
規
の
も
の
が
あ
る

場
合
は
、
そ
の
名
称
に
つ
い
て
は
、
十
分
に
注

意
す
る
こ
と
が
必
要
だ
。
な
お
、
配
列
や
名
称

な
ど
は
、「
組
合
会
計
基
準
」
に
則
る
こ
と
が
適

当
で
あ
る
。

予
算
の
執
行

予
算
は
、
総
会
の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
そ
の
執
行
は
、
で
き
る
だ
け
計
画
的
に

行
わ
れ
る
べ
き
だ
。
そ
の
た
め
に
予
算
額
と
実

際
額
が
対
比
で
き
る
よ
う
な
帳
簿
を
備
え
付
け

て
お
く
こ
と
を
お
勧
め
す
る
。

予
算
執
行
途
中
に
予
算
と
実
際
額
に
相
当
の

差
が
生
ず
る
見
込
み
の
あ
る
と
き
や
予
算
で
は

十
分
で
は
な
い
と
見
ら
れ
る
と
き
に
は
、
予
算

の
修
正
を
行
う
。
こ
の
際
、
手
数
料
率
な
ど
の

変
更
そ
の
他
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

予
算
が
収
支
の
均
衡
を
失
う
場
合
は
、
修
正

予
算
を
作
成
し
、
総
会
の
承
認
を
受
け
る
べ
き

だ
ろ
う
。
こ
の
場
合
、
既
定
予
算
と
修
正
額
と

を
対
比
し
た
予
算
書
を
作
成
す
る
。

た
だ
、
賦
課
金
の
み
の
予
算
を
作
成
し
て
い
る

場
合
は
変
動
が
少
な
い
が
、
事
業
予
算
も
加
え
て

い
る
と
変
動
が
大
き
い
の
で
、
こ
の
修
正
は
通
常

総
会
で
、
事
後
承
認
を
受
け
れ
ば
よ
い
。

予
算
の
流
用
と
予
備
費
の
支
出

予
算
の
流
用
と
は
、
支
出
超
過
の
予
算
科
目

に
つ
い
て
、
支
出
残
の
科
目
よ
り
支
出
残
の
範

囲
内
で
、
そ
の
支
出
超
過
目
の
支
出
超
過
を
認

め
る
こ
と
で
、
科
目
の
予
算
額
を
削
っ
て
、
他

の
科
目
の
予
算
を
増
す
こ
と
で
は
な
い
。

予
備
費
も
同
様
に
、
予
備
費
よ
り
支
出
す
る

の
で
は
な
く
、
予
備
費
よ
り
支
出
超
過
の
科
目

の
超
過
し
た
額
を
流
用
す
る
手
続
き
で
あ
る
。

こ
れ
は
理
事
会
に
一
定
の
権
限
を
委
ね
、
そ
の

手
続
き
を
採
る
こ
と
が
よ
い
。

新年度に備える事業計画･収支予算づくりのポイント

組合活性化情報
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事業支出合計

（四　一般管理費の部）
6一般管理費
１人件費
（1）役員報酬
（2）職員給料
（3）福利厚生費（法定福利費、

厚生費）
（4）退職金、退職金共済掛金

（5）退職給与引当金繰入

（6）退職給与引当金戻入
（7）役員退職金
（8）役員退職給与積立金取崩
２業務費
（1）教育研究費、研究開発費、

新聞図書費
（2）旅費交通費、通信費
（3）会議費（総会費、理事会費、

部・委員会費、支部会議費）
（4）消耗品費、事務用品費、印

刷費、器具備品費
（5）賃借料、支払家賃、支払保

険料、水道光熱費、修繕費、
車両費、コンピュータ関係費

３諸税負担金
（1）租税公課
（2）消費税等
４事業費へ配賦
（1）販売費へ配賦
（2）購買費へ配賦
（3）金融費へ配賦
（4）生産･加工費へ配賦
一般管理費合計

（六　事業外支出の部）
7事業外費用
１支払利息
２為替差益
３寄付金
４創立費償却
５○○○
事業外支出合計

（七　予備費支出の部）
8予備費
１費用支出予定
２法人税等支出予定
３留保予定
４出資配当予定
予備費支出合計

支出合計

××
××
××
××
××

××
××
××
△××
××
△×× ×××

×× ××
××

×××
××
××

×××

　××
×× ×××
　××

△××
△×× △×××
△×× ×××

××
××
××
××
　××
×××

××
××
××
　××
×××

×××

５負担金収入
賦課金等収入合計

（五　事業外収入の部）
7事業外収益
１受取利息
２受取外部出資配当金
３為替差益
４協賛金収入
５加入手数料収入

事業外収入合計

収入合計

×××

××
××
××
××
　××

×××

××××

（1）この様式は事業間接費を各事業へ賦課する
場合の標準様式である。

（2）予備費の内訳は、借入金の返済原資として、
留保を予定する場合に記載する。

※作成上の留意事項
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新年度に備える事業計画･収支予算づくりのポイント

組合活性化情報

（三　事業支出の部）
1販売事業費用
１売上原価
（1）期首棚卸高
（2）当期仕入高
（3）期末棚卸高
２販売費
（1）配賦経費
（2）手形売却損
（3）貸倒引当金繰入
３差額

計
2購買事業費用
１売上原価
（1）期首棚卸高
（2）当期仕入高
（3）期末棚卸高
２購買費
（1）配賦経費
（2）手形売却損
（3）貸倒引当金繰入
３差額

計
3金融事業費
１転貸支払利息
２金融費
（1）担保設定料
（2）配賦経費
（3）金融支払利息
（4）貸倒引当金繰入
３差額

計
4生産・加工事業費用
１売上原価
（1）期首棚卸高
（2）当期製品製造原価
（3）期末棚卸高
２生産・加工費
（1）配賦経費
（2）○○○費
（3）貸倒引当金繰入
３差額

計

5その他事業費用
１施設事業費
２保管事業費
３検査事業費
４運送事業費
５教育情報事業費
６研究開発事業費
７福利厚生事業費
８○周年記念事業費
９貸倒引当金繰入

計

××
××
△×× ××

××
××
　×× ×××

　××
×××

××
××
△×× ×××

××
××
　×× 　××

　××
×××

××

××
××
××
　×× 　××

　××
×××

××
××
△×× ×××

××
××
　×× ×××

　××
××

××××
××
××
××
××
××
××
××
××
　××
×××

（一　事業収入の部）
1販売事業収益
１売上高
（1）外部売上高
（2）組合員売上高
（3）受取手数料
２その他販売収益
（1）販売雑収入
（2）○○○収入

計
2購買事業収益
１売上高
（1）組合員売上高
（2）外部売上高
（3）受取手数料
２その他購買収益
（1）販売雑収入
（2）○○○収入

計
3金融事業収益
１受取貸付利息
２受取貸付手数料
３その他金融収益
（1）金融受取利息
（2）○○○収入

計
4生産・加工事業収益
１売上高
（1）外部売上高
（2）組合員売上高
（3）受取手数料
２その他生産・加工収益
（1）生産・加工雑収入
（2）○○○収入

計
5その他事業収益
１受取施設利用料
２受取保管料
３受取検査料
４受取運送料
５教育情報賦課金収入
６教育情報費用繰越金取崩
７仮受賦課金繰入・戻入
８福利厚生事業収入
９○周年記念事業
積立金取崩

計
事業収入合計

（二　賦課金等収入の部）
6賦課金等収入
１賦課金収入（平等割）
２賦課金収入（差等割）
３特別賦課金等収入
４参加料収入

××
××
　×× ×××

××
　×× 　××

×××

××
××
　×× ×××

××
　×× 　××

×××

××
××

××
　×× ×××

×××

××
××
　×× ×××

××
　×× ×××

×××
××
××
××
××
××
××
××
××

　××
×××
×××

××
××
××
××
　××

収支予算（見積損益計算書）
自　平成○年○月○日
至　平成○年○月○日

※事業別の損益計算書の様式に準じた様式収支予算書様式例
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新年度に備える事業計画･収支予算づくりのポイント

組合活性化情報

事　業　計　画　書
自　平成　　年　　月　　日

至　平成　　年　　月　　日
1 事業方針
（当業界における経済環境の見通しと組合としての基本的事業方針及び特記すべき事業目標等を記載する）

2 重点活動目標
（当該事業年度において特に力を入れて行う事項を記載する。例「組織の拡充と同志的結合の強化」「共同購買
事業の促進」｢青年部の指導育成」等）

3 事業計画
1．共同生産（共同加工）に関する事業
この事業は、組合員が事業に必要とする次の品目を組合員の委託を受けて、組合の施設において生産（加工）
し、組合員に供給することにより実施する。

2．共同購買に関する事業
この事業は、組合員が需要する次の製品の全需要数量（又は全需要数量の○％）を組合員から委託を受けて、
組合が購買することにより実施する。

3．共同保管に関する事業
この事業は、組合員の事業に関する製品を組合の倉庫に保管し、組合員の倉庫保管料の経費節減を図ること
により実施する。

取扱品目　Ａ品、Ｂ品、Ｃ品、年間保管量　○○トン、保管手数料　○○円

4．事業資金の貸付に関する事業
この事業は、組合員に転貸する資金を商工中金、○○銀行から借入れ、組合員に対して事業資金を貸し付け
ることにより実施する。

資金量　○○円、貸付利息　年利○％、転貸手数料　年利○％、１件当たり貸付期間○ヵ月
１件当たり最高貸付額　○○円

5．教育情報事業
この事業は、組合員等に対し経営管理および生産技術の向上を図るため、次の研修会（講習会、研究会）並
びに情報提供をすることにより実施する。なお、この事業は教育情報事業賦課金収入により運営する。
（1）講習会、研究会

1組合員の事業経営に関する講習会に専門家を招聘して、年○回開催する。
2組合員の雇用する従業員に対して○○技術の向上を図るため専門家を招聘して、年○回研究会を開催する。

（2）情報提供
組合員の取り扱う製品の市況の情報収集及び提供のため年○回A4判○頁程度の情報誌を発行する。

4 諸会議の開催
1．総　会　　平成○○年○月下旬頃に○○○○にて開催予定
2．理事会　　共同事業の進捗状況を見据えて、おおむね四半期に１回程度開催
3．委員会　　共同事業の円滑な実施を図るため、○○委員会を随時開催

事業計画書様式例

品名 生産（加工）量 販売高 手数料率 手数料高

A品 ○○r ○○○円 ○％ ○○円

B品 ○○個 ○○○円 ○％ ○○円

C品 ○○o ○○○円 ○％ ○○円

品名 購買量 購買高 手数料率 手数料高

A品 ○○r ○○○円 ○％ ○○円

B品 ○○個 ○○○円 ○％ ○○円

C品 ○○o ○○○円 ○％ ○○円

22年02月号_P01-15  10.2.2 15:40  ページ 8
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し
い
状
況
が
続
く
中
で
の
受

賞
。

頑
張
れ
よ

と
い
う
激
励

に
感
じ
た
」。

昨
年
一
一
月
一
九
日
、
千
葉
市
の
幕
張

メ
ッ
セ
で
開
か
れ
た
第
六
一
回
中
小
企
業

団
体
全
国
大
会
で
、
一
五
年
に
わ
た
り
理

事
長
を
務
め
る
組
合
が
、
優
良
組
合
表
彰

を
受
け
た
。
そ
の
感
想
を
率
直
に
語
る
。

組
合
は
、
浜
松
市
と
そ
の
周
辺
の
造
園

工
事
業
者
二
〇
社
が
、
県
・
市
道
の
緑
化

木
の
維
持
管
理
業
務
や
植
栽
工
事
な
ど
の

共
同
受
注
を
目
指
し
、
昭
和
六
〇
年
に
設

立
。
三
七
歳
の
最
年
少
理
事
と
し
て
、
設

立
当
初
か
ら
運
営
の
舵
取
り
を
担
っ
た
。

「
い
つ
の
間
に
か
、
最
年
長
理
事
に
な
っ

て
い
ま
し
た
よ
」
と
四
半
世
紀
を
振
り
返

り
、
苦
笑
す
る
。

浜
松
市
細
江
町
で
、
個
人
庭
園
か
ら
企

業
緑
地
の
管
理
、
エ
ク
ス
テ
リ
ア
ま
で
幅

広
く
手
が
け
る
2
舩
越
造
園
の
社
長
。

現
在
、
同
社
の
経
営
は
、
専
務
で
あ
る

子
息
に
委
ね
、
組
合
の
経
営
管
理
責
任
者

と
し
て
事
務
局
に
常
勤
。
受
注
獲
得
に
奔

走
し
、
設
立
当
初
の
四
倍
近
い
受
注
高
を

挙
げ
る
ま
で
に
な
っ
た
。

だ
が
、
浜
松
市
と
周
辺
市
町
の
合
併
や

政
令
指
定
市
へ
の
移
行
で
、
県
所
管
の
国

道
の
緑
化
木
維
持
管
理
業
務
が
、
市
に
移

管
。
組
合
を
取
り
巻
く
環
境
は
一
変
す
る
。

「
今
ま
で
の
実
績
が
、
い
っ
た
ん
白
紙
に

戻
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
こ
ま
で
ガ
ラ
リ
と

変
る
と
は
、
夢
に
も
思
わ
な
か
っ
た
」。

し
か
し
、
二
〇
年
以
上
に
わ
た
り
積
み

“

”

上
げ
た
実
績
と
技
術
力
を
武
器
に
、
地
道

な
営
業
努
力
を
重
ね
、
徐
々
に
だ
が
受
注

量
は
上
向
き
始
め
て
い
る
。

「

仕
事
が
流
れ
て
き
た
時
代

は
、
終

わ
り
ま
し
た
。
書
類
の
つ
く
り
方
ひ
と
つ

と
っ
て
も
、
一
昔
前
の
や
り
方
は
通
用
し

な
い
。
も
の
ご
と
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る

体
制
づ
く
り
が
急
務
」
と
課
題
を
挙
げ
、

認
証
取
得
を
進
め
る

エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン

21

に
つ
い
て
も
、「
品
質
管
理
や
環
境
へ

の
対
応
だ
け
で
な
く
、
共
同
受
注
体
制
を

再
構
築
の
き
っ
か
け
に
し
た
い
」
と
組
織

強
化
に
つ
な
げ
て
い
く
考
え
だ
。

浜
松
市
は
、
県
内
に
先
駆
け
て
電
子
入

札
・
納
品
を
導
入
し
た
地
域
。
組
合
で
は
早

く
か
ら
パ
ソ
コ
ン
を
は
じ
め
と
す
る
Ｉ
Ｔ
機

器
を
導
入
し
、
こ
れ
に
対
応
し
て
き
た
。

「
パ
ソ
コ
ン
一
式
が
一
〇
〇
万
円
近
く
し

た
時
代
。
組
合
員
と
導
入
の
是
非
に
つ
い

て
、
激
論
を
交
わ
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
」
と
必
要
性
を
説
き
続
け
た
。

「
二
五
年
ほ
ど
前
、
友
人
に
勧
め
ら
れ
て

ワ
ー
プ
ロ
を
い
じ
っ
た
の
が
始
ま
り
。
図

形
機
能
で
図
面
を
引
い
た
り
、
表
計
算
ソ

フ
ト
で
求
積
計
算
を
し
た
り
、
ワ
ー
プ
ロ

の
能
力
を
超
え
た
使
い
方
を
し
て
い
ま
し

た
よ
」
と
進
取
の
精
神
は
旺
盛
だ
。

二
〇
代
後
半
、
近
所
の
囲
碁
同
好
会
に

顔
を
出
し
て
以
来
、
そ
の
と
り
こ
に
。

「
は
じ
め
の
三
ヵ
月
は
一
勝
も
で
き
な
か

っ
た
。
寝
る
と
き
天
井
が
碁
盤
に
見
え
た

く
ら
い
悔
し
か
っ
た
」
と
笑
う
。

「
全
部
と
ろ
う
と
思
う
と
負
け
る
。
欲
を

出
し
ち
ゃ
ダ
メ
だ
ね
」
と
魅
力
を
語
る
。

“

”

“

”

クローズアップインタビュー

浜松造園事業協同組合

舩越與市理事長

全国大会で
“優良組合”を受賞
事業体制の再構築と業務の
合理化で組織の強化を

10中小企業静岡 2010.2

組合活性化情報

「
厳
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■
最
優
秀
賞
（
グ
ラ
ン
プ
リ
）

●
カ
レ
ン
ダ
ー
部
門
　
白
澤
美
輪
（
杉

山
メ
デ
ィ
ア
サ
ポ
ー
ト
1
）

■
優
秀
賞
（
準
グ
ラ
ン
プ
リ
）

●
一
般
部
門
　
櫻
井
亜
沙
子
（
東
邦
印

刷
包
装
1
）
・
五
十
嵐
妙
子
（
杉
山

メ
デ
ィ
ア
サ
ポ
ー
ト
1
）

●
学
生
部
門
　
石
川
真
市
（
沼
津
情
報

専
門
学
校
）

Business Report 組合の動き 

”メ
デ
ィ
ア
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
“
の

普
及
を
　
Ｍ
Ｕ
Ｄ
コ
ン
テ
ス
ト
開
催

静
岡
県
印
刷
工
業
組
合

静
岡
県
印
刷
工
業
組
合
（
大

正
利

理
事
長
）
主
催
の

静
岡
県
メ
デ
ィ
ア

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス

ト

の
表
彰
式
が
、
昨
年
一
二
月
九
日
、

静
岡
市
の
ク
ー
ポ
ー
ル
会
館
で
行
わ
れ

た
。メ

デ
ィ
ア
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

（
Ｍ
Ｕ
Ｄ
）
と
は
、
デ
ザ
イ
ン
や
文
字
・

色
な
ど
に
配
慮
や
工
夫
を
加
え
、
誰
も

が
使
い
や
す
く
、
見
や
す
い
メ
デ
ィ
ア

の
提
供
を
目
指
そ
う
と
、
印
刷
業
界
が

普
及
を
進
め
る
考
え
方
。

今
回
で
三
回
目
を
迎
え
る
コ
ン
テ
ス

“

”

ト
は
、
カ
レ
ン
ダ
ー
部
門
と
自
由
部
門

で
行
わ
れ
、
学
生
を
含
む
五
〇
点
の
応

募
が
あ
っ
た
。

大

理
事
長
は
、「
広
く
Ｍ
Ｕ
Ｄ
が
普

及
す
る
こ
と
で
、
新
た
な
需
要
の
開
拓

が
期
待
で
き
る
。
Ｍ
Ｕ
Ｄ
は
学
ん
だ
人

と
、
い
な
い
人
で
は
大
き
な
差
が
で
る

分
野
。
組
合
を
挙
げ
て
普
及
を
進
め
、

業
界
の
活
性
化
に
つ
な
げ
た
い
」
と
あ

い
さ
つ
し
た
。

五
人
の
審
査
員
を
代
表
し
て
加
藤
之

敏
常
葉
学
園
大
学
准
教
授
は
、

「
こ
こ
一
年
で
、
Ｍ
Ｕ
Ｄ
の
考
え
方
が

か
な
り
浸
透
し
て
き
た
。
紙
質
や
出
力

の
精
度
に
よ
っ
て
印
象
が
か
な
り
左
右

さ
れ
る
の
で
、
こ
う
し
た
点
に
も
配
慮

が
必
要
だ
。
今
後
も
質
の
高
い
作
品
を

期
待
し
た
い
」
と
講
評
し
た
。

カ
レ
ン
ダ
ー
部
門
で
最
優
秀
賞
を
受

賞
し
た
白
澤
美
輪
さ
ん
（
浜
松
市
）
は
、

「
障
害
の
有
無
で
色
の
見
え
方
が
異
な

ら
な
い
よ
う
心
が
け
た
。
製
作
を
通
じ
、

改
め
て
Ｍ
Ｕ
Ｄ
の
重
要
性
を
認
識
で
き

た
。
こ
れ
か
ら
の
仕
事
に
生
か
し
て
い

き
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
た
。

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
（
敬
称
略
）

商
店
街
組
合
が
地
場
産
品
の
直
売
店
を

オ
ー
プ
ン

ラ
イ
ブ
モ
ー
ル
商
店
街
振
興
組
合

ラ
イ
ブ
モ
ー
ル
商
店
街
振
興
組
合

（
浜
松
市
中
区
・
本
田
覚
理
事
長
）
で

は
、
昨
年
一
二
月
九
日
、
県
西
部
地
域

の
地
場
産
品
を
販
売
す
る
直
売
店

遠

江
特
鮮
市
場

を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
た
。

同
店
は
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化
な

ど
を
目
的
に
、
組
合
が
農
林
水
産
省
の

地
域
流
通
モ
デ
ル
構
築
支
援
事
業
の
補

助
を
受
け
、
同
市
千
歳
町
の

浜
松
モ

ー
ル
プ
ラ
ザ
サ
ゴ

ー

地
下
の
空
き

ス
ペ
ー
ス
に
開

設
。約

一
〇
〇
g
の

店
内
に
は
、
浜
松

市
を
は
じ
め
、
磐

田
市
や
森
町
、
湖

西
市
、
新
居
町
な

ど
、
県
西
部
全
域

の
新
鮮
な
青
果
物

や
浜
名
湖
で
水
揚

“

”

“

”

げ
さ
れ
た
魚
介
類
、
ご
当
地
の
食
材
を

使
用
し
た
加
工
食
品
な
ど
、
約
五
〇
〇

種
類
が
ず
ら
り
並
ぶ
。
販
売
さ
れ
る
農

水
産
物
に
は
、
生
産
者
の
名
称
や
写
真

が
添
え
ら
れ
、
消
費
者
に
安
全
・
安
心

を
ア
ピ
ー
ル
。
新
鮮
な
農
水
産
物
を
朝

市
並
み
の
お
手
ご
ろ
価
格
で
買
い
求
め

る
こ
と
が
で
き
る
。

組
合
で
は
、

s
店
内
に
は
、
県
西
部
全
域
の
地
場
産
品
約
５
０
０
種
類
が
並
ぶ
。

s
カ
レ
ン
ダ
ー
部
門
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た

白
澤
さ
ん
の
作
品
。
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営
業
時
間
は
、
一
〇
時
半
か
ら
一
九

時
ま
で
。

問
い
合
わ
せ
は
ラ
イ
ブ
モ
ー
ル
（
商
振
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
５
３-

４
５
５-

３
５
３
５

農
商
工
連
携
の
”核
“
と
な
る
人
材
を
育
成

静
岡
県
中
央
会

設
立
四
〇
年
の
節
目
を
祝
う

藤
枝
工
業
団
地
協
同
組
合

昨
年
九
月
に
静
岡
県
中
央
会
の
主
催

で
ス
タ
ー
ト
し
た

農
商
工
連
携
推
進

人
材
育
成
塾
（
静
岡
県
中
央
会
主
催
）

が
、
す
べ
て
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
終
え
、

一
一
月
二
七
日
、
閉
講
式
を
行
っ
た
。

同
塾
は
、
農
商
工
連
携
推
進
の

核

と
な
る
人
材
の
発
掘
や
育
成
を
進
め
よ

う
と
、
全
国
中
央
会
の

農
商
工
連
携

等
人
材
育
成
事
業

の
一
環
と
し
て
実

施
。
農
林
漁
業
や
製
造
業
を
は
じ
め
、

“

”

“

”

“

”

金
融
機
関
、
支
援
機
関
、
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
、
Ｉ
Ｔ
な
ど
、
幅
広
い
職
種
の
二

七
人
が
受
講
し
た
。

講
座
は
、
中
小
企
業
経
営
や
商
品
開

発
、
販
路
開
拓
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略

な
ど
の
座
学
研
修
か
ら
、
農
林
水
産
業
の

現
場
で
の
実
地
研
修
ま
で
多
岐
に
わ
た

り
、
農
商
工
連
携
に
欠
か
せ
な
い
知
識
を

一
四
日
間
七
三
時
間
か
け
て
修
得
。
最

終
日
に
は
、
集
大
成
と
し
て
、
チ
ー
ム
別

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

を
行
い
、
三
ヵ
月
間
の

成
果
を
披
露
し
た
。

規
定
の
単
位
を
取
得

し
た
受
講
生
に
は
、
佐

野
光
治
中
央
会
会
長
よ

り
、
修
了
証
書
が
手
渡

さ
れ
た
。

修
了
証
が
交
付
さ
れ

た
受
講
者
で
、
希
望
す

る
者
は
、
専
門
家
と
し

て
全
国
中
央
会
Ｗ
ｅ
ｂ
サ

藤
枝
工
業
団
地
協
同
組
合
（
藁
科
昌

夫
理
事
長
）
で
は
、
昨
年
一
一
月
二
六

日
、
静
岡
市
の
静
岡
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
中

島
屋
で
設
立
四
〇
周
年
式
典
を
開
い
た
。

式
典
に
は
、
組
合
員
・
青
年
部
員
の

ほ
か
、
中
央
会
や
商
工
中
金
ら
来
賓
を

合
わ
せ
三
〇
人
が
出
席
し
た
。

あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
藁
科
理
事
長
は
、

「
幾
多
の
荒
波
に
も
ま
れ
な
が
ら
、
四

〇
年
の
節
目
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た

の
も
、
組
合
員
の
協
力
や
関
係
諸
機
関

の
ご
支
援
の
た
ま
も
の
で
あ
り
、
改
め

て
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
我
々
を
取
り

巻
く
環
境
は
厳
し
い
が
、
組
合
員
が
一

致
協
力
し
、
次
の
一
〇
年
、
二
〇
年
に

向
け
、
さ
ら
な
る
発
展
を
遂
げ
よ
う
」

と
呼
び
か
け
た
。

式
典
で
は
、
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

協
同
組
合
舎
鐘
の
長
谷
川
玲
子
理
事
長

に
よ
る
記
念
講
演
会
も
開
か
れ
た
。

同
組
合
は
、
昭
和
四
四
年
一
二
月
、

藤
枝
市
と
そ
の
周
辺
市
町
の
製
造
業
二

五
社
に
よ
り
設
立
。
無
公
害
団
地

を

掲
げ
団
地
建
設
に
着
手
し
、
同
四
九
年

三
月
、
全
組
合
員
の
移
転
が
完
了
し
た
。

以
来
、
金
融
事
業
や
給
油
事
業
、
共
同

購
入
事
業
な
ど
、
活
発
に
共
同
事
業
を

展
開
。
昭
和
五
四
年
に
は
、
組
合
青
年

部
（
藤
工
会
）
を
発
足
さ
せ
、
次
代
を

担
う
後
継
者
育
成
に
も
、
意
欲
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

“

”

組合活性化情報

効
率
的
に
知
識
を
修
得
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
学
ん
だ
知
識
と
培
っ
た
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
、
今
後
の
連
携
に
役
立
て
た

い
」
と
抱
負
を
述
べ
た
。

イ
ト
の
人
材
リ
ス
ト
に
登
録
さ
れ
る
。

全
課
程
を
受
講
し
た
高
橋
節
男
さ
ん

（
ハ
イ
ナ
ン
農
協
）
は
、

「
短
期
集
中
型
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
、

▲来賓や講演会講師とともに創立40周年を祝った。

「
西
部
地
域
の
豊
富
な
特
産
品
を
多
く

の
方
に
知
っ
て
頂
く
場
と
と
と
も
に
、

中
心
市
街
地
の
活
性
化
の
き
っ
か
け
に

な
れ
ば
」
と
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。

s
規
定
の
単
位
を
取
得
し
た
受
講
生

に
佐
野
会
長
よ
り
、
修
了
証
書
が

手
渡
さ
れ
た
。
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14中小企業静岡 2010.2

主
催
者
を
代
表
し
て
佐
野
光
治
会
長
は
、

「
中
小
企
業
は
、
長
引
く
不
況
で
極
度
に
疲
弊
し
て
い

る
。
こ
う
し
た
時
こ
そ
、
組
合
を
軸
に
農
林
漁
業
と
商

工
業
の
異
業
種
間
連
携
を
進
め
、
新
市
場
開
拓
や
新
連

携
な
ど
、
新
た
な
地
域
循
環
型
社
会
の
構
築
を
目
指
す

べ
き
だ
。
本
会
も
万
難
を
排
し
、
組
合
や
中
小
企
業
の

発
展
に
取
り
組
ん
で
い
く
」
と
決
意
を
述
べ
た
。

来
賓
の
藤
本
祐
司
　
国
土
交
通
大
臣
政
務
官
は
、

「
政
権
交
代
は
、
従
来
の
政
策
を
考
え
直
す
良
い
機
会

と
な
っ
た
。
継
続
す
べ
き
も
の
は
継
続
し
、
改
め
る
べ

き
も
の
は
、
勇
気
を
も
っ
て
見
直
す
こ
と
も
必
要
だ
。

中
小
企
業
や
商
店
街
、
農
業
な
ど
地
域
を
支
え
る
産
業

を
、
元
気
に
す
る
よ
う
な
政
策
を
打
ち
出
す
よ
う
努
力

す
る
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

関
東
経
済
産
業
局
産
業
部
の
櫻
井
成
好
次
長
は
、

「
景
気
は
持
ち
直
し
つ
つ
あ
る
と
は
言
え
、
依
然
厳
し

い
状
況
に
あ
る
。
国
で
は
、
新
た
な
成
長
戦
略
を
策
定

し
、
今
後
の
道
筋
を
示
す
と
と
も
に
、
地
域
産
業
の
主

組
合
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

▲関東経済産業局
櫻井 産業部次長

▲「今年が日本のチャンス元年となる
ことを期待したい」と杉尾氏

▲藤本 国土交通大臣
政務官・参議院議員

組
合
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

組
合
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
2
0
1
0

2
0
1
0
・
新
春
賀
詞
交
歓
会

・
新
春
賀
詞
交
歓
会 

｢

変
化
は
チ
ャ
ン
ス

変
化
は
チ
ャ
ン
ス｣ 

　
　
Ｔ
Ｂ
Ｓ
報
道
局

　
　
Ｔ
Ｂ
Ｓ
報
道
局 

杉
尾
氏
が
講
演

杉
尾
氏
が
講
演 

組
合
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
2
0
1
0
・
新
春
賀
詞
交
歓
会 

｢

変
化
は
チ
ャ
ン
ス｣ 

　
　
Ｔ
Ｂ
Ｓ
報
道
局 

杉
尾
氏
が
講
演 

 
中
央
会
主
催
に
よ
る
組
合
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
・
新
春
賀
詞
交
歓
会
が

中
央
会
主
催
に
よ
る
組
合
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
・
新
春
賀
詞
交
歓
会
が
一
月
一
四
日
、
静
岡
市
の
ホ
テ
ル

一
月
一
四
日
、
静
岡
市
の
ホ
テ
ル

セ
ン
チ
ュ
リ
ー
静
岡
で
組
合
関
係
者
や
行
政
関
係
者
な
ど
二
五
〇
人

セ
ン
チ
ュ
リ
ー
静
岡
で
組
合
関
係
者
や
行
政
関
係
者
な
ど
二
五
〇
人
が
出
席
し
、
開
催
さ
れ
た
。

が
出
席
し
、
開
催
さ
れ
た
。
 

　
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
Ｔ
Ｂ
Ｓ
報
道
局
編
集
セ
ン
タ
ー
の
杉
尾
秀
哉
解

　
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
Ｔ
Ｂ
Ｓ
報
道
局
編
集
セ
ン
タ
ー
の
杉
尾
秀
哉
解
説
委
員

説
委
員
が
、
今
年
の
政
治
経
済
の
展

が
、
今
年
の
政
治
経
済
の
展

望
を
語
っ
た
。

望
を
語
っ
た
。
 

　
新
春
賀
詞
交
歓
会
で
は
、
組
合
代
表
者
ら
が
一
堂
に
会
し
、
新
た

　
新
春
賀
詞
交
歓
会
で
は
、
組
合
代
表
者
ら
が
一
堂
に
会
し
、
新
た
な
飛
躍
を
誓
い
合
っ
た
。

な
飛
躍
を
誓
い
合
っ
た
。
 

 
中
央
会
主
催
に
よ
る
組
合
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
・
新
春
賀
詞
交
歓
会
が
一
月
一
四
日
、
静
岡
市
の
ホ
テ
ル

セ
ン
チ
ュ
リ
ー
静
岡
で
組
合
関
係
者
や
行
政
関
係
者
な
ど
二
五
〇
人
が
出
席
し
、
開
催
さ
れ
た
。
 

　
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
Ｔ
Ｂ
Ｓ
報
道
局
編
集
セ
ン
タ
ー
の
杉
尾
秀
哉
解
説
委
員
が
、
今
年
の
政
治
経
済
の
展

望
を
語
っ
た
。
 

　
新
春
賀
詞
交
歓
会
で
は
、
組
合
代
表
者
ら
が
一
堂
に
会
し
、
新
た
な
飛
躍
を
誓
い
合
っ
た
。
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15 中小企業静岡 2010.2

今
後
の
日
本
の
あ
り
方
に
触
れ
、

「
ア
メ
リ
カ
で
は
、
変
化
は
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
ら
れ
て

い
る
。
今
年
が
日
本
の
チ
ャ
ン
ス
元
年
と
な
る
こ
と
を

期
待
し
た
い
」
と
ま
と
め
た
。

二
〇
〇
人
を
超
え
る
参
加
者
を
前
に
佐
野
会
長
は
、

「

新
し
い
ブ
ド
ウ
酒
は
、
新
し
い
革
袋
へ

の
た
と
え

の
と
お
り
、
新
た
な
気
持
ち
で
こ
と
し
一
年
を
乗
り
切

ろ
う
」
と
呼
び
か
け
た
。

来
賓
の
川
勝
平
太
県
知
事
は
、

「
本
県
に
は
多
様
で
優
れ
た
企
業
群
が
集
積
す
る
。
富

士
山

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
脱
東
京
、
ポ
ス
ト
東
京
を
目
指

し
、
新
た
な
ふ
じ
の
国
を
と
も
に
つ
く
り
あ
げ
よ
う
」
と

あ
い
さ
つ
し
た
。

浜
井
卓
男
県
議
会
議
長
は
、

「

住
ん
で
よ
し
、
訪
れ
て
よ
し
、
学
ん
で
よ
し
、

働
い
て
よ
し

の
静
岡
県
を
め
ざ
し
、
下
を
向
く
の
で

は
な
く
、
坂
の
上
を
仰
ぎ
み
て
前
に
進
ん
で
い
こ
う
」

と
の
べ
た
。

県
市
長
会
会
長
の
小
嶋
善
吉
静
岡
市
長
は
、

「
時
代
が
大
き
く
変
る
中
、
そ
の
流
れ
を
的
確
に
見
つ

め
、
対
応
す
る
こ
と
が
重
要
だ
。
明
る
い
話
題
を
多
く

提
供
で
き
る
よ
う
、
力
を
合
わ
せ
よ
う
」
と
語
っ
た
。

続
い
て
、
主
催
者
、
来
賓
あ
わ
せ
一
二
人
に
よ
る
酒

樽
の
鏡
開
き
と
静
岡
県
商
店
街
振
興
組
合
連
合
会
の
増

田
恭
子
理
事
長
の
音
頭
に
よ
る
乾
杯
が
行
わ
れ
、
出
席

者
は
、
新
た
な
年
の
飛
躍
を
誓
い
合
っ
た
。

な
お
、
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
、
賀
詞
交
歓
会
を
通
じ
、

フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
協
同
組
合
舎
鐘
の
片
川
及
里
子

さ
ん
が
昨
年
に
引
き
続
き
司
会
を
務
め
、
式
に
華
を
添

え
た
。

“

” “

”

“

”

解
説
委
員
を
務
め
る
杉
尾
秀
哉
氏
が
、
今
年
の
政
治
経

済
の
展
望
を
語
っ
た
。

杉
尾
氏
は
、

「
今
年
は
、
二
〇
二
〇
年
ま
で
の
一
〇
年
間
を
占
う
上

で
重
要
な
年
。
日
本
復
活
へ
の
足
が
か
り
と
な
る
か
、

衰
退
に
つ
な
が
る
の
か
、
の
分
水
嶺
に
な
る
だ
ろ
う
。

政
局
も
大
き
く
動
く
こ
と
に
な
る
は
ず
だ
」
と
分
析
し

た
上
で
、
回
復
基
調
に
あ
る
日
本
経
済
に
つ
い
て
、

「
三
年
ぶ
り
の
プ
ラ
ス
成
長
が
期
待
さ
れ
る
が
、
そ
の

幅
は
僅
か
に
止
ま
り
、
景
気
回
復
を
実
感
で
き
る
の
は
、

二
〇
一
二
年
、
つ
ま
り
再
来
年
ま
で
待
た
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
」
と
の
見
解
を
示
し
た
。

さ
ら
に
、

「
も
は
や
、
高
度
成
長
期
の
よ
う
な
パ
イ
の
拡
大
は
期

待
で
き
な
い
。
低
成
長
期
に
お
け
る
豊
か
さ
の
中
身
を

問
い
直
す
こ
と
。
そ
し
て
、
過
度
に
外
需
に
依
存
し
た

経
済
体
質
か
ら
脱
却
す
る
と
と
も
に
、
中
国
や
イ
ン
ド

な
ど
新
興
国
と
成
長
を
共
有
す
る
こ
と
も
必
要
だ
」
と

体
的
な
取
り
組
み
を
支
援
し
て
い
く
。
中
央
会
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
に
も
期
待
し
た
い
」
と
激
励
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
Ｔ
Ｂ
Ｓ
報
道
局
編
集
セ
ン
タ
ー
の

新
春
賀
詞
交
歓
会

静岡県市長会
小嶋 静岡市長

静岡県議会
浜井 議長

静岡県
川勝 知事

中央会
佐野 会長

▲組合関係者らが一堂に会し、決意を新たにした。

▼鏡割りを行なう佐野会長とご来賓

▲乾杯の発声を行う
県商店街振興組合連
合会　増田理事長

T O IP C S

22年02月号_P01-15  10.2.2 15:40  ページ 15



16中小企業静岡 2010.2

事
務
局

焼津環境緑化事業協同組合

事務局小池厚子さん

強
い
責
任
感
で

指
定
管
理
者

業
務
を
サ
ポ
ー
ト

“

”

組合活性化情報

清
掃
と
広
範
囲
に
及
ぶ
。

事
務
局
は
、
公
園
に
関
す
る
様
々
な

要
望
や
苦
情
へ
の
対
応
、
公
園
施
設
の

利
用
申
請
の
受
付
な
ど
、
直
接
市
民
と

接
す
る
重
要
な
窓
口
だ
。

「
市
民
の
皆
さ
ん
の
声
に
し
っ
か
り
と

耳
を
傾
け
、
で
き
る
限
り
迅
速
な
対
応

を
す
る
こ
と
、
そ
し
て
要
望
に
お
応
え

で
き
な
い
場
合
は
、
極
力
納
得
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
常
々
心
が
け
て
い
ま
す
」

と
強
い
責
任
感
で
組
合
員
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
。

一
方
、
公
園
施
設
に
対
す
る
心
無
い
行

為
に
心
を
痛
め
る
。

「
ト
イ
レ
の
ガ
ラ
ス
や
ド
ア
、
照
明
灯

の
破
壊
や
異
物
混
入
に
よ
る
ト
イ
レ
詰

ま
り
な
ど
の
迷
惑
行
為
に
よ
り
、
修
理

や
取
替
え
費
用
が
増
え
て
い
ま
す
。
公

園
は
市
民
の
財
産
。
み
ん
な
で
大
切
に

し
た
い
で
す
ね
」
と
訴
え
る
。

指
定
管
理
者
の
契
約
期
間
は
五
年
間
。

次
に
つ
な
げ
る
た
め
に
も
、
実
績
を
積

み
上
げ
、
組
合
で
運
営
す
る
メ
リ
ッ
ト

を
市
民
や
行
政
に
強
く
ア
ピ
ー
ル
す
る

必
要
性
を
感
じ
る
。

「
税
金
を
預
か
り
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

一
端
を
担
っ
て
い
る
と
い
う
意
識
を
常

に
も
っ
て
、
業
務
の
効
率
性
を
高
め
、

公
平
性
を
保
っ
て
い
き
た
い
」。

休
日
の
半
分
は
家
事
で
終
わ
っ
て
し

ま
う
が
、
そ
の
合
間
に
旅
行
で
集
め
た

陶
器
で
紅
茶
を
楽
し
む
。

「
お
気
に
入
り
の
器
で
飲
む
紅
茶
の
美

味
し
い
こ
と
。
ゆ
っ
た
り
と
過
ご
す
こ

の
時
間
が
大
好
き
で
す
」。

平
成
一
九
年
四
月
か
ら
、
焼
津
市
内

の
七
八
ヵ
所
に
の
ぼ
る
都
市
公
園
の
管

理
運
営
が
、
市
内
の
造
園
業
者
八
社
で

組
織
す
る
協
同
組
合
に
委
託
さ
れ
た
。

そ
の
組
合
事
務
局
に
入
っ
た
の
は
、

平
成
一
九
年
三
月
。
事
務
局
入
り
し
て

す
ぐ
待
っ
て
い
た
の
が
、
翌
月
か
ら
始

ま
る
公
園
の

指
定
管
理
者

業
務
の

準
備
だ
。「
市
と
の
業
務
引
継
ぎ
に
十
分

な
時
間
が
と
れ
ず
、
全
て
が
手
探
り
の

状
態
。
は
じ
め
の
ひ
と
月
は
、
組
合
員

が
毎
日
事
務
所
に
詰
め
て
い
た
の
で
、

と
て
も
心
強
か
っ
た
」
と
振
り
返
る
。

組
合
の
行
う
業
務
は
、
植
栽
や
剪
定
、

施
肥
、
病
害
虫
駆
除
な
ど
の
植
物
管
理

を
は
じ
め
、
遊
具
や
照
明
灯
、
ト
イ
レ

な
ど
公
園
施
設
の
保
守
・
点
検
、
修
繕
、

“

”

全９項目のうち、前年同月を上回る項目は在庫数
量のみ。ただし、これまで悪化傾向が著しかった売
上高、収益状況、業界の景況が改善。三指標が
－70.0を上回る結果となったのは15ヶ月ぶり。
前月の値との比較では、売上高、収益状況、設備
操業度、業界の景況が大きく上昇し、悪化幅縮小。
年度内の見通しはつきつつも、春以降は不透明との
声も聞かれ、今後の推移を注視する必要がある。

・・・対象17業種より抜粋
［窯業・土石製品 ］富士市
今年度初めて出荷数量が前年を上回った。１～３月まで出荷
予定は順調である。しかし来年度は予定が入っていない。
［印刷］静岡市
12月中旬以降、業界内に安値受注が横行し始めた。今後ます
ます厳しい状況が予測される。
［一般機器 ］浜松市
円高やデフレによる景気二番底の恐れから、投資先延ばしの
傾向が強く、成約にまで至らない。成約しても短納期、コスト
高から採算確保は厳しい。

［サービス業（宿泊業）］伊豆市
伊東沖地震の影響から宿泊キャンセルが発生。年末年始の予
約にも影響が出ている。
［運輸業］静岡市
12月は後半になって生活必需品を中心に荷動きが活発化し、

車両が不足傾向にあった。ただし、前年と同じく以前のように
年末に残荷して困るような状況ではなかった。

※DI値＝［（増加・好転組合数－減少・悪化組合数）／対象組合数］×100

＋0.1以上･･･ ±0.0･･･ ～－20.0･･･ －20.0 ～･･･
なお、「在庫数量」のみマイナス値が大きいほど好要件としている。

概　況

業界の声

H21.11 H21.12

-69.0

-24.6

-52.9

-39.1

-75.9

-56.3

-61.5

-31.0

-74.7

-55.2

-19.7

-46.0

-40.2

-64.4

-50.6

-48.7

-32.2

-62.1

H21.11 H21.12

13.8

4.9

6.9

-1.1

11.5

5.7

12.8

-1.2

12.6

DI値の推移

景況ウォッチ （21年12月の情報連絡員月次景況調査より）

静岡県中央会に設置されている情報連絡員〔協同組合等の役職員87名に委嘱〕による毎月の景況調査の概要です。
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財形転貸融資制度で社内住宅融資制度を 

① 事業主・事業協同組合が財形住宅金融㈱（福利厚生会社）に出資していること。 
　　　 （これからご利用の場合は、従業員数に応じて出資していただきます。 
　　　  ※出資金は750千円から3,750千円まで 
②  財形貯蓄を積立していること。（どこの金融機関等でもかまいません。） 

１.４２
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“まずは１割”ごみ削減
静岡県県民部環境局廃棄物リサイクル室

“まずは１割”ごみ削減
静岡県県民部環境局廃棄物リサイクル室

静岡県では、事業所の取組状況を調査していま
す。皆様が御存知の「わが社こそ」、「あの会社は」
を是非、御紹介ください。
静岡県県民部環境局廃棄物リサイクル室
TEL 054-221-2137

22年02月号_P16-24  10.2.2 17:20  ページ 16
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人
材
育
成
塾
で

学
ん
だ
こ
と

人
材
育
成
塾
と
は

昨
年
九
月
か
ら
一
一
月
ま
で

の
三
ヵ
月
間
に
亘
り
、
県
内
の

農
林
水
産
資
源
を
活
か
し
新
た

な
ビ
ジ
ネ
ス
や
産
業
を
掘
り
起

こ
す
た
め
に
必
要
な

人
材

の
育
成
や
確
保
を
目
的
に
開
催

し
た
「
農
商
工
連
携
推
進
人
材

育
成
塾
」。
そ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
は
、
連
携
の
意
義
や
農
林
水

産
業
及
び
中
小
企
業
の
動
向
・

課
題
、
食
品
衛
生
・
表
示
、
さ

ら
に
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
・
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
戦
略
等
の
知
識
を
学

ぶ
座
学
研
修
の
他
、
農
林
水
産

業
の
実
地
研
修
も
含
め
延
べ
一

四
日
、
六
八
時
間
余
り
に
も
及

び
、
二
四
人
の
第
一
期
生
が
卒

業
。
現
在
、
各
々
の
フ
ィ
ー
ル

ド
で
実
践
に
挑
ん
で
い
る
。

短
期
間
に
出
し
た
成
果
の
要
因

一
一
月
初
旬
、
育
成
塾
の
農

業
実
地
研
修
と
し
て
、
富
士
宮

市
の
「
富
士
ミ
ル
ク
ラ
ン
ド
」

を
訪
問
し
た
。
牛
の
搾
乳
や
餌 “

”

や
り
等
の
酪
農
体
験
、
手
作
り

バ
タ
ー
づ
く
り
等
、
人
生
初
の

体
験
に
受
講
生
を
引
率
す
る
立

場
を
つ
い
忘
れ
て
し
ま
う
ほ

ど
、
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
た
。

午
後
は
ミ
ル
ク
ラ
ン
ド
の
天

野
社
長
の
講
演
会
。
社
長
が
入

社
し
た
の
は
約
二
年
前
。
長
年

の
営
業
不
振
か
ら
脱
却
し
黒
字

化
さ
せ
る
こ
と
が
天
野
氏
に
課

せ
ら
れ
た
任
務
。
真
っ
先
に
取

り
組
ん
だ
の
は
、「
徹
底
し
た
無

駄
の
削
減
」
と
「
具
体
的
な
販

売
戦
略
の
策
定
」、
さ
ら
に
「
社

員
が
自
主
的
に
動
き
出
す
仕
組

み
（
機
会
と
雰
囲
気
）
作
り
」、

そ
し
て
そ
れ
ら
の
こ
と
を
「
即

実
行
」
す
る
こ
と
で
あ
る
。

余
談
だ
が
小
学
校
二
年
に
な

る
息
子
の
私
に
対
す
る
口
癖

「
自
主
勉
（
宿
題
以
外
の
勉
強
）

は
人
に
言
わ
れ
て
や
る
も
の
じ

ゃ
な
い
か
ら
、
や
ら
な
い
！
」

を
、
講
演
を
聞
き
少
し
だ
け
納

得
し
て
し
ま
っ
た
。

天
野
社
長
は
、「
当
た
り
前

の
こ
と
を
や
っ
て
い
る
だ
け
」

と
謙
そ
ん
す
る
が
、
徹
底
し
た

無
駄
の
削
減
を
始
め
様
々
な
ア

イ
デ
ィ
ア
で
ス
ピ
ー
ド
感
を
持

っ
て
取
り
組
む
姿
勢
は
、
大
変

失
礼
で
は
あ
る
が
実
年
齢
に
は

な
い
「
若
々
し
さ
」
を
感
じ
た
。

商
品
開
発
に
関
し
て
社
員
同

士
が
自
由
に
活
発
な
議
論
を
交

わ
す
機
会
を
設
け
る
こ
と
で
、

社
員
自
ら
が
進
ん
で
試
作
品
作

り
等
動
き
出
し
た
。
見
事
に
商

品
化
さ
れ
た
手
柄
も
そ
の
社
員

に
与
え
る
。
さ
ら
に
、
前
職

（
ホ
テ
ル
業
）
で
培
っ
た
「
お
も

て
な
し
」
の
接
客
ノ
ウ
ハ
ウ
等

も
し
っ
か
り
と
伝
授
。
新
た
な

営
業
先
の
開
拓
も
自
ら
貪
欲
に

足
を
運
ん
だ
。
そ
し
て
「
朝
霧

放
牧
牛
乳
で
作
っ
た
生
キ
ャ
ラ

メ
ル
や
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
」
等

ブ
ラ
ン
ド
戦
略
に
よ
り
、
見
事

短
期
間
で
黒
字
化
に
成
功
し
た
。

講
演
の
最
後
に
「
と
に
か
く

大
変
で
も
や
り
き
る
こ
と
」、

「
目
の
前
の
事
実
の
捉
え
方
次
第

で
そ
の
先
の
道
筋
は
変
わ
る
」

と
話
し
た
天
野
社
長
の
言
葉
が

本
当
に
印
象
的
で
あ
っ
た
。

核

と
な
る
人
材
と
は

こ
の
育
成
塾
の
目
的
「
農
商

工
連
携
の

核

と
な
る
人
材

の
育
成
」
の
よ
う
に
、
単
独
で

は
な
く

複
数

で
物
事
に
対

し
て
取
り
組
む
場
合
、
概
ね

核

と
な
る
「
人
材
」
の
腕

に
結
果
は
大
き
く
委
ね
ら
れ
る

こ
と
が
多
い
。
こ
れ
は
、
家
庭
、

企
業
、
地
域
、
国
等
ど
の
よ
う

な
枠
組
み
で
も
あ
る
程
度
当
て

は
ま
る
こ
と
で
は
な
い
か
。
と

り
わ
け
、
人
的
結
合
体
で
あ
る

「
協
同
組
合
」
は
、
ま
さ
に
組

織
の

核

と
な
る
人
材
＝
リ

ー
ダ
ー
の
資
質
が
問
わ
れ
る
。

ど
こ
か
の
リ
ー
ダ
ー
の
よ
う

に
、
明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン
と
具
体

的
戦
略
無
し
に
「
頑
張
れ
」、

「
元
気
出
せ
」、「
力
を
合
わ
せ

て
」
だ
け
で
は
、
せ
っ
か
く
の

組
織
力
も
半
減
し
て
し
ま
う
。

核

と
な
る
人
材
に
は
、

い
ろ
い
ろ
条
件
が
あ
る
に
せ

よ
、
せ
め
て
「
若
々
し
さ
」
だ

け
は
持
ち
合
わ
せ
て
ほ
し
い
。

（
大
谷
）

“

”

“

” “

”

“

”

“

”

“

”

指
導
員

現
場

の

か

ら

どなたでもお気軽にご利用いただける公共の宿。

ゆとりと
くつろぎの宿

〒410-2201 静岡県伊豆の国市古奈1133
TEL（055）948-1095（代）

〒420-0851 静岡県静岡市葵区黒金町5-1 TEL（054）221-6250�　FAX（054）251-8326
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行政や企業による従来の仕組みに加えて、私た
ち市民の手で作る社会の「安全網」。それが私たち
の求めているソーシャル・セーフティネットです。
■日　時：平成22年2月26日（金）14：00～16：45
■会　場：クーポール会館（静岡市葵区紺屋町2-2）

TEL：054-254-0251
■参加者：80名（先着順となります）
■参加費：無料
【第一部】調査研究報告　
冨田晋司（静岡ワークライフ研究所研究員）

【第二部】講演
「地域に密着したセーフティネットの構築に向けて
～多様な人とセクターの参加・協働から」
講師：堀越　栄子　氏（日本女子大学教授）

【第三部】トークセッション
「静岡県におけるソーシャル・セーフティネットの課題」
堀越　栄子　氏・日詰　一幸　氏（静岡大学教授）

■講師　堀越栄子（ほりこしえいこ）氏
プロフィール
＜日本女子大学家政学部家政経済学科教授＞
・ 特定非営利活動法人「さいたまNPOセンター」
理事、副代表

・特定非営利活動法人「市民福祉サポートセンター」監事
・さいたま市行政改革推進懇話会委員
・さいたま市社会教育委員会委員　等
（著書、共編著）
・『まちと暮らし』「行政資源を市民資源に～地域
生活課題の解決に向けての試論」（財）消費生
活研究所、2008年

・『三訂　社会政策を学ぶ人のために』「社会サー
ビスと市民参加」世界思想社、2007年

・『立法の実務と理論』「介護保険条例の構想」信
山社、2005年　他多数

■ お問合せ・お申込は、申込用紙に必要事項をご記
入の上、FAX（054-205-3153）でお願いします。

■ホームページ・申込用紙
http://www.shizuoka-fukushikikin.jp/chousa3.html

■主催：（財）静岡県労働者福祉基金協会
〒420-0851 静岡市葵区黒金町5-1
TEL：054-273-3000 FAX：054-205-3153

大学等新卒者を対象とした求人要項記載のある
求人情報、ガイドブック等の発行は、平成22年
4月1日以降とする。

（3）公共職業安定機関が主催する学生対象の就職面
接会について
公共職業安定機関が主催する大学等新卒者を対
象とした就職面接会は、求人の展示・公開開始
以降、大学等の学事日程等にも配慮しつつ、求
人状況等地域の実情に応じて開催する。

（4）専修学校等の取扱いについて
倫理憲章及び申合せは、平成22年度専修学校卒
業予定者、公共職業能力開発施設等長期間訓練
課程修了予定者を対象とするものではないが、
公共職業安定機関においては、これらも大学等
卒業予定者と同様の取扱いとする。

２ 公平・公正な採用の確保等
公共職業安定機関としては、事業主に対し、公
平・公正な採用が確保されるよう、次の点につい
て理解の促進を図る。
① 高校卒業予定者等の安定的な採用の確保を図る
こと

② 男女雇用機会均等法の趣旨に沿った採用活動を
行うこと

③ 学生の自由な就職活動を妨げないようにするこ
と

④ 募集の中止及び募集人員の削減、採用内定取消
し並びに入職時期繰下げが生じないよう、的確
な採用計画に基づいて採用内定を行うこと

⑤ 新規学卒者以外にも多くの若年者が応募できる
よう、応募機会の確保に努めること。

地域から考える
ソーシャル・セーフティネット

〔（財）静岡県労働者福祉基金協会・静岡ワークライフ研究所　公開研究会〕
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「公取委による中小事業者のための

移動相談会」の実施について

下請事業者のみならず、大規模小売業者と取引
している納入業者、荷主と取引している物流事業
者等の中小事業者からの要望に応じ、当該中小事
業者が所在する地域に公正取引委員会の職員が出
張し、独占禁止法上の優越的地位の濫用規制及び
下請法について基本的な内容を分かりやすく説明
するとともに相談受付等を行うための相談会を開
催します。
（注）優越的地位の濫用及び下請法に関する相談以

外については、これまでどおり本局又は各地
方事務所・支所の担当の相談窓口でお受けし
ます。

■対　象
下請事業者を始めとする中小事業者（原則3社以上）
の代表者又は従業員（所属する地域、団体等の定
例的な会合の場での開催も可能）。
■開催地等
開催地及び会場は、申込みを行う中小事業者の要
望を踏まえて決定します。
■申込方法
相談会の開催を希望する中小事業者（原則3社以上）
は、代表の中小事業者が参加人数分を取りまとめ
た上、ファクシミリ又は電子メールによりお申し
込みください。ファクシミリによる場合は、申込
用紙の各事項に記入の上、所在する地区のお申し
込先まで、電子メールによる場合は、申込用紙の
各事項をメールにテキスト形式で記入の上、申し
込み先メールアドレス（soudankai@jftc.go.jp）ま
で、お申し込みください。
■その他
（1）申し込みが多数の場合、御希望どおりにお受け

できない場合がありますので、御了承ください。
（2）申し込みの際に御提出いただいた個人情報は、

相談会業務以外の目的には一切使用しません。
■連絡先
公正取引委員会事務総局中部事務所下請課
TEL：052-961-9424 FAX：052-971-5003
■申込用紙
http://www.jftc.go.jp/pressrelease/09.november/sitauke-

ido.pdf

平成22年度の
大学、短期大学及び高等専門学校卒業予定者の
就職・採用活動に係る取扱い等について

大学、短期大学及び高等専門学校（以下「大学
等」という。）卒業予定者の求人求職秩序の維持に
ついては、種々御協力をいただき、厚くお礼申し
上げます。
さて、平成22年度の大学等卒業予定者の採用・

就職活動に当たりましては、企業側が「大学卒業
予定者・大学院修士課程修了予定者等の採用選考
に関する企業の倫理憲章」（以下「倫理憲章」とい
う。）、大学等側が「平成22年度大学、短期大学及
び高等専門学校卒業・修了予定者に係る就職につ
いて（申合せ）」（以下「申合せ」という。）をそれ
ぞれ定め、これらを双方が尊重することで企業側
及び大学等側が合意したところであり、文部科学
省高等教育局長から当職あて、協力依頼がなされ
たところです。
これを受けて、厚生労働省としましては、この

倫理憲章及び申合せの周知を図るとともに、大学
等卒業予定者の適正な採用・就職活動が行われる
よう、求人求職の秩序の維持、公平・公正な採用
の確保、採用内定取消しの防止等に努めていく方
針であり、公共職業安定機関においては、下記１
及び２のとおり取り扱うことといたしました。
つきましては、この趣旨について御理解の上、

大学等卒業予定者の採用・就職活動が円滑に行わ
れるよう、下記の2の事項について御配意をお願い
いたします。

記
１公共職業安定機関における取扱い
倫理憲章及び申合せ内容を踏まえ、平成22年度

の公共職業安定機関における取扱いは、次のとお
りとする。
（1）求人票等の展示・公開の取扱いについて

平成22年度大学等卒業予定者（以下「大学等新
卒者」という。）に係る求人票、求人要項等は、
平成22年4月1日以降に展示・公開する。
なお、平成22年4月1日前に求人を受理する場合
においても、当該求人者に求人票展示・公開日
等について説明をし、了解を求めておく。

（2）公共職業安定機関が作成する求人情報、ガイド
ブック等について
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天竜プレカット事業協同組合

全国ナンバー・ワンの
プレカット加工技術を目指して

く み あ い 百 景

全
国
レ
ベ
ル
の
有
力
な
住
宅
メ
ー
カ

ー
は
、
自
社
の
プ
レ
カ
ッ
ト
工
場
を
所

有
し
て
い
る
の
で
、
組
合
員
か
ら
プ
レ

カ
ッ
ト
部
材
を
供
給
す
る
こ
と
は
殆
ど

な
い
。

組
合
員
の
主
な
取
引
先
は
、
静
岡
県

西
部
地
区
を
中
心
と
し
た
中
小
の
地
元

工
務
店
で
あ
る
。
同
工
務
店
は
、
多
額

の
宣
伝
費
を
掛
け
て
販
売
展
開
す
る
大

手
住
宅
メ
ー
カ
ー
と
異
な
り
、
長
年
に

亘
る
住
宅
建
築
の
匠
の
技
で
築
き
上
げ

た
信
頼
と
実
績
に
よ
っ
て
各
地
域
の
消

費
者
に
認
知
さ
れ
、
堅
実
で
地
道
な
経

営
を
展
開
し
て
い
る
。

そ
の
一
方
で
、
地
元
工
務
店
は
、
多

額
の
資
金
を
伴
う
プ
レ
カ
ッ
ト
工
場
を

自
前
で
建
設
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る

住
宅
着
工
戸
数
は
平
成
二
年
の
一
七

〇
万
戸
を
ピ
ー
ク
に
年
々
減
少
、
平
成

二
〇
年
度
に
は
三
九
万
戸
減
少
し
一
三

一
万
戸
と
落
ち
込
ん
だ
。

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
住
宅
事
情
の
中

で
柱
・
梁
・
土
台
等
の
主
要
住
宅
部
材

を
プ
レ
カ
ッ
ト
工
法
で
製
造
し
、
業
績

を
維
持
し
て
い
る
組
合
が
県
西
部
地
区

に
あ
る
。

そ
の
組
合
と
は
、
昭
和
五
九
年
七
月

一
〇
日
に
設
立
し
た
天
竜
プ
レ
カ
ッ
ト

事
業
協
同
組
合
（
現
組
合
員
二
三
名
）

で
あ
る
。

同
組
合
で
加
工
し
組
合
員
に
供
給
し

た
プ
レ
カ
ッ
ト
部
材
は
、
平
成
二
〇
年

度
実
績
一
二
六
二
戸
、
こ
こ
数
年
静
岡

県
下
の
住
宅
着
工
戸
数
が
、
年
間
約
一

万
三
〇
〇
〇
戸
で
推
移
し
て
い
る
の

で
、
組
合
の
部
材
供
給
量
は
県
下
の
約

一
〇
％
を
占
め
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
組
合
の
業
績
が
、
ど
の
よ
う
な

要
因
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
て
い
る
の

か
、
そ
の
背
景
を
取
材
し
よ
う
と
高
木

郁
生
専
務
理
事
と
面
談
し
た
。

そ
の
要
因
に
つ
い
て
高
木
専
務
理
事

か
ら
、「
三
方
よ
し
の
経
営
理
念
」、

「
徹
底
し
た
品
質
管
理
」、「
緊
急
時
対

応
サ
ー
ビ
ス
」、「
天
竜
美
林
ブ
ラ
ン
ド
」

な
ど
の
説
明
を
聞
い
た
。

が
、
工
期
の
短
縮
・
現
場
作
業
の
合
理

化
、
耐
震
性
へ
の
課
題
克
服
な
ど
の
観

点
か
ら
プ
レ
カ
ッ
ト
部
材
へ
の
関
心
は

あ
っ
た
。

こ
の
心
情
を
的
確
に
捉
え
、
設
備
投

資
に
踏
み
切
っ
た
組
合
の
プ
レ
カ
ッ
ト

工
場
に
つ
い
て
高
木
専
務
理
事
は
、「
同

工
場
の
存
在
は
地
元
工
務
店
の
営
業
力

強
化
に
貢
献
。
そ
の
結
果
、
組
合
員
の

安
定
取
引
、
組
合
の
安
定
加
工
へ
繋
が

っ
て
い
る
。
結
果
論
で
あ
る
が
売
り
手

よ
し
、
買
い
手
よ
し
、
世
間
よ
し
、
近

江
商
人
の
三
方
よ
し
の
経
営
理
念
を
実

践
し
て
い
る
よ
う
だ
」
と
熱
く
語
っ
た
。

本
組
合
は
平
成
一
〇
年
二
月
Ｉ
Ｓ
Ｏ

9
0
0
1
（
品
質
管
理
）
を
取
得
、
品

質
管
理
を
徹
底
す
る
た
め
に
特
に
気
を

配
っ
て
対
応
し
て
い
る
こ
と
を
説
明
し

て
く
れ
た
。

そ
れ
は
品
質
保
証
室
の
存
在
で
あ
っ

た
。「
同
保
証
室
は
五
名
で
構
成
、
加

工
工
程
で
発
生
し
た
不
良
品
が
あ
れ

ば
、
即
全
員
を
招
集
、
そ
の
原
因
を
究

明
し
、
今
後
の
防
止
対
策
を
迅
速
に
打

ち
出
す
役
目
を
負
う
も
の
で
、
過
去
多

く
の
難
問
に
対
応
し
克
服
し
て
き
た
。

こ
の
機
動
力
と
実
効
性
の
あ
る
活
動
に

よ
り
品
質
の
維
持
・
向
上
に
結
び
付
い

て
い
る
」
と
い
う
。

三
方
よ
し
の
経
営
理
念

組
合
の
概
要

住　所 〒431-3306
浜松市天竜区船明2661番地

理事長 伊藤晴康
組合員 23社
設　立 昭和59年7月10日
T E L 053-925-6311
F A X 053-925-6371

▼組合プレカット工場内

徹
底
し
た
品
質
管
理

22年02月号_P16-24  10.2.2 13:45  ページ 20



23 中小企業静岡 2010.2

速
に
補
て
ん
部
材
を
加
工
し
、
作
業
現

場
に
届
け
る
サ
ー
ビ
ス
を
組
合
員
と
協

力
し
て
行
っ
て
い
る
。
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
で
地
元
工
務
店
と
組
合
員
、
組
合
員

と
組
合
と
の
信
頼
関
係
が
築
か
れ
て
い

る
」
と
も
い
う
。

天
竜
材
は
、
品
質
の
高
さ
に
よ
り
天

竜
美
林
の
名
で
全
国
的
に
知
れ
渡
っ
て

い
る
。
ま
た
、
地
元
で
も
天
竜
材
使
用

率
は
、
外
材
よ
り
高
価
な
た
め
一
〇

〇
％
使
用
と
は
な
ら
な
い
が
、
柱
や
梁

な
ど
目
に
つ
く
主
要
な
構
造
材
に
多
く

使
わ
れ
て
い
る
。

高
木
専
務
は
、「
天
竜
美
林
ブ
ラ
ン
ド

に
よ
っ
て
生
産
・
加
工
・
販
売
・
建
築

に
関
わ
る
事
業
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

自
然
発
生
的
に
構
築
さ
れ
、
事
業
意
欲

に
繋
が
っ
て
い
る
よ
う
だ
」
と
語
っ
た
。

ま
た
、「
木
造
建
築
の
鮮
や
か
な
は

り
組
み
を
演
出
し
た
い
と
し
て

構
造

材
の
特
殊
加
工

が
要
求
さ
れ
る
。
手

間
を
要
す
る
作
業
で
あ
る
が
加
工
精
度

を
Ｐ
Ｒ
す
る
絶
好
の
機
会
と
み
て
応
じ

て
い
る
」
と
の
説
明
も
受
け
た
。

こ
の
よ
う
な
活
動
と
加
工
技
術
に
対

し
て
、「
Ｉ
Ｓ
Ｏ
9
0
0
1
の
取
得
効

果
で
あ
り
、
プ
レ
カ
ッ
ト
加
工
技
術
は

全
国
ナ
ン
バ
ー
・
ワ
ン
」
と
い
っ
て
も

過
言
で
な
い
と
力
説
し
た
。

上
棟
式
前
後
の
建
築
現
場
で
は
、
部

材
の
破
損
事
故
が
発
生
す
る
こ
と
が
あ

る
。
主
要
構
造
部
材
の
柱
・
梁
・
土
台

等
が
破
損
す
る
と
作
業
が
中
断
し
施
主

に
多
大
な
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
不
測
の
事
態
に
組
合
は
、「
迅

“

”

組合活性化情報

天
竜
美
林
ブ
ラ
ン
ド

▼高木郁生専務理事

▼プレカット部材緊
急
時
対
応
サ
ー
ビ
ス

平成21年度少子化対策中小企業支援事業・行動計画策定支援

アドバイザー派遣事業のご案内
中小企業も「一般事業主行動計画」を作りましょう！

静岡県中小企業団体中央会では「一般事業主行動計画」※１の策定、両立支援制度の導入、人事・労務
管理全般に関して、アドバイザー（社会保険労務士）の派遣による個別相談（無料）を実施しております。
対象は労働者300人以下の中小企業です。ご希望の事業所は下記までお問い合わせください。

平成18年4月1日、「中小企業子育て支援助成金」が創設されました。
この助成金は、中小企業での育児休業、短時間勤務制度の取得促進を図ることを目的に一定の要

件を備えた育児休業、短期間勤務制度を実施する中小企業事業主(従業員100人以下)に対して、育児
休業取得者又は短時間勤務制度の適用者が初めて出た場合に助成金(最大100万円)を支給します。
(｢一般事業主行動計画｣の策定と届出が支給要件の一つです。)

（お問合せ）静岡県中小企業団体中央会 労働支援課　静岡市葵区追手町44-1
TEL：054（254）1511 ＦＡＸ：054（255）0673

※1「一般事業主行動計画」は、「次世代育成支援対策推進法」（平成15年制定・平成17年4月施行）に規定される
もので、「仕事と家庭の両立を図る雇用環境の整備」に通じる取り組みについて企業が策定する計画です。現在、
従業員が301人以上の企業は義務として、300人以下の企業は努力義務として策定することとされています。
なお、法改正により義務の対象が拡大され、平成23年4月からは101人以上の従業員を雇用する企業も計画の策定
が義務化されることになります。
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読者プラザ 

私が翔友会（（協）浜松卸商センター青年部）に所

属し感じた事は「人脈」の重要性です。何をする

にも必ず「人」はついてきます。昨今の不景気の

中、青年部活動をするのが大変だとの声をよく聞

きますが、発想の転換で外に目を向けるとヒント

が沢山転がっている様な気がします。

今、翔友会では差別化の出来る商品開発やサー

ビス提供などの地域ブランドづくりに取り組んで

います。組合だからこそ出来るメリットを利用し、

異業種や多くの経営者の方々が集まり色々な意見

を話し合い、またその情報を自社にフィードバッ

クし活用しています。

また、中央会の補助事業なども活用し、自社だ

けでは出来ない勉強をし、それがきっかけとなり

自社でインターネット事業を始めることも出来ま

した。今後も、こうした多くの方のお話を聞く機

会や交流が出来る場への参画を続けていきたいと

思います。

組合という組織の中で
静岡県西部青年中央会　

総務委員長平松正臣
（翔友会（協）浜松卸商センター青年部）

●発行人／静岡県中小企業団体中央会 〒420-0853 静岡市葵区追手町44-1 TEL／054-254-1511 FAX／054-255-0673

東部事務所 〒410-0881 沼津市八幡町7番1号 TEL／055-963-4511 FAX／055-963-8307

西部事務所 〒430-0929 浜松市中区中央1丁目17-19 TEL／053-453-2195 FAX／053-453-2198
●中央会ホームページ http://www.siz-sba.or.jp/ ●E-mailアドレス joho-kikaku@siz-sba.or.jp
皆様のご意見をお待ちしております。（TEL、FAX等でもお受け致します。）

中小企業静岡
2月号（通巻675号）

新設組合紹介 

首都圏に近接する好条件を生かし、屈指の温泉観

光地として発展してきた伊豆市土肥。しかし、平成

3年をピークに宿泊客数は減少し、昨今の経済情勢

の悪化などから、消費単価の下落や観光入込み客数

の減少にも歯止めがかからない状況にある。

一方、ETC装着車の高速道路料金割引や静岡空港

開港など、観光客誘致への“追い風”も吹いている。

こうした中、温泉旅館や飲食サービス、小売、娯

楽業など、土肥地区で観光産業に携る101名が大

同団結、設立したのが当組合である。

新聞や雑誌への広告掲載や誘客宣伝チラシの作成

配布、さらには首都圏での観光キャンペーンの展開

など、幅広く共同宣伝事業を展開。土肥の魅力を広

くアピールし、誘客力の向上に結びつける。

さらに、海水浴場の休憩施設や温泉プールなど観

光関連施設の運営管理事業も手がけ、利用客が快適

に楽しめる環境づくりにも寄与していく考えだ。

土肥の魅力を
幅広く発信
土肥温泉観光協同組合

伊豆市

飯田文秀理事長

今月の「事務局多士済済」で紹介した焼津環境

緑化事業（協）は、焼津市内78ヵ所に及ぶ都市公

園の管理を一手に引き受ける、指定管理者である。

その組合が管理する公園で、設備の破損など

による想定外の修繕費用が発生しているという。

中でも、犬の排泄物をビニール袋に入れたま

ま、トイレに流すことで生じるトイレ詰まりは、

深刻だ。便器を床から取り外し、異物を取り除

くなど、大がかりな修繕になることもある。

自宅のトイレにビニール袋に入ったままの異

物を流す人は、いないはず。

｢ほんの一部の人でしょうが、残念です。マナー

良く施設を利用して頂きたい｣と組合は訴える。

施設の管理にはコストがかかる。そのコスト

は、そこに住む一人ひとりの“財布”で賄われ

ているのは自明のこと。

誰のための施設なのか、を改めて考えさせら

れる。（住川）
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